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問題と目的
　青年期は，児童期から成人期への移行期であり，
ライフサイクルの中で最も心理的混乱が生じやす
い時期とされる（下山，1998）。近年，青年期の中
期から後期にあたる大学生において，自己不確実
感や不全感を抱え，友人や教員とのコミュニケー
ションを適切にとれずに，大学生活への適応に困
難を抱える大学生が増加している（山田・天野，
2002）。大学等を対象とした学生相談についての調
査では，約 8 割の大学等が対人関係（友人，知人，
異性関係を含む）に関する相談が増加しているこ
とが明らかにされている（日本学生支援機構，
2009）。
　そのような青年期のメンタルヘルスに関して居
場所感が取り上げられることが多くなってきてい
る（杉本，2010；田中・田嶌，2004など）。石本
（2008）によると，家族関係や恋人関係において居
場所がないと感じていると，インターネット上の
友人関係に居場所を求める傾向があることが示さ
れ，居場所が感じられないという現実社会での不
適応感から，インターネットやメールでの人間関
係に依存する可能性が高くなることを指摘してい
る。
　また，杉本・庄司（2006a）は，居場所を「居場
所環境」という視点から，個人を取り巻く包括的
概念として捉え，中学生の頃の「居場所環境」を
回想させ，過去と現在の「居場所環境」と精神的
健康との関連について検討している。その結果，
中学生時に「居場所」があると認識し，「家族のい
る居場所」を含んだ「居場所環境」を持ち，かつ
大学生時に「自分ひとりの居場所」と「友だちの
いる居場所」を含んだ「居場所環境」を持つこと
と精神的健康の高さに関連が示された。一方，「居
場所環境」の内容によって精神的健康は異なるこ
とも示された。
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　本研究の目的は，心理的居場所感とソーシャルスキルとの関連を明らかにすることであった。
大学新入生262名を対象とし，心理的居場所感尺度，成人用ソーシャルスキル自己評定尺度，自
己肯定意識尺度を実施した。その結果，心理的居場所感の「役割感」「被受容感」とソーシャル
スキルとの有意な関連が示された。これらの結果から，これまでに関係が構築された重要な他
者に対する役割感や被受容感は，個人内で心理的居場所として機能し，その後の新しい人間関
係を構築する際に影響を及ぼす可能性が示唆された。
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　則定（2008）は，居場所感の中でも，心理的居
場所感に注目した。心理的居場所感とは，「心の拠
り所となる関係性，および安心感があり，ありの
ままの自分を受容される場があるという感情」で
あり，物理的側面だけでなく人間関係性にもとづ
く心理的空間も含むものである。則定・斉藤（2007）
によると，青年期の重要な他者に対する心理的居
場所感は自己受容，レジリエンスを促す重要な要
因である。さらに，この時期には男女ともに，親
友に対する心理的居場所感が直接的に自己受容を
促すため，親友に対する心理的居場所感の重要性
を指摘している。石本（2010）によると，大学生
において，家族に対する居場所感よりも友人や恋
人に対する居場所感のほうが心理的適応に影響を
与えることが示されている。一方，谷渕（2015）
によると，大学生の学校適応について，履修によっ
て発生する，授業間の長い空き時間などに居場所
感を感じられるほど，学校に対する適応感が高ま
ることが明らかにされた。そして，情緒的な安定
が適応感に影響を与えることを指摘している。こ
れらのことから，大学生の学校不適応や心理的問
題には，心理的居場所感が影響を与えることが考
えられる。本研究では，他者との関係が居場所に
とって重要な要素と考え，則定（2008）の定義に
ならい，心の拠り所としての「心理的居場所感」
に注目することとする。
　大学入学以前の学校生活では，「学級」という物
理的な居場所としての空間が存在する。それに対
して，大学ではクラスはあっても学級のような物
理的な居場所空間は存在しないことが多いであろ
う。また，大学入学直後では人間関係も初期段階
である。したがって，大学入学後には，新たな人
間関係や居場所を形成することが大学生活への適
応に影響を及ぼすと考えられる。
　大学生の不適応問題に対して，ソーシャルスキ
ル（Social skills）が関連していることが多くの先
行研究により明らかにされている（橋本，2000な
ど）。ソーシャルスキルとは，対人場面において適
切かつ効果的に反応するために用いられる言語的・
非言語的な対人行動と，そのような対人行動の発
現を可能にする認知過程との両方を包含する概念
である（相川，1996）。相川・藤田・田中（2007）
によると，ソーシャルスキル不足は，抑うつ，孤
独感，対人不安を強化させ，悪化した抑うつ，孤
独感，対人不安がソーシャルスキル不足をより増
加させるという悪循環があることを示している。
反対に，ソーシャルスキルの高い大学生は，対人
関係において他者から正の評価を受けることによ
り，さらに積極的に対人関係を展開する（渡部，
1999）。
　対人関係で悩む大学生の苦手とする対人場面で，
ソーシャルスキルが必要となるものの 1 つに，今
後も関係の継続が予測できる人物との初対面場面
がある（谷村・渡辺，2008；後藤・大坊，2003）。
とくに，大学入学後，学部・学科・コース・クラ
スなど同じ所属となる者に対しては，その後の長
期的な人間関係が予想される。
　心理的居場所感は，発達段階によって，主とな
る重要な他者が変化することが明らかにされてい
る（則定，2008）。光元・岡本（2010）は心理的居
場所感の高い青年の特徴として，幼児期から青年
期にかけて，母親から友人，さらに恋人へと複数
の対象に対して心理的居場所感を持つことを明ら
かにしている。さらに，物理的に距離が離れても
それらの心理的居場所感は維持され，のちの発達
段階においても機能することが示された。そのた
め，それまでの生活経験の中で形成されてきた心
理的居場所感は，場面が変わっても個人内におい
て維持されることが予想できる。
　しかし，これまでの居場所研究では，大学生を
対象としたものが多く，ある程度特定の環境で一
定期間過ごした状態の時期に実施されている。ま
た，これまでに個人内で培われた心理的居場所感
が，その後の新たに出会った他者との関係構築に
どのような影響を与えているのかを検討している
研究はあまりみられない。大学入学という環境移
行期において，この点を明らかにすることは，支
援につながる示唆が得られると考えられる。
　そこで，本研究では，大学生が苦手としている
初対面場面での心理的居場所感の影響を検討する
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ために，初対面の人と出会う機会の多い大学新入
生を対象とする。そして，それまでに個人内で培
われた心理的居場所感とソーシャルスキルとの関
連を明らかにすることを目的とする。
方　法
調査対象者
　調査は，平成29年 4 月から 6 月に大学新入生262
名を対象に実施した。回収した質問紙のうち，記
入に不備のあった者を分析から除外し，256名（女
子191名，男子65名）を分析の対象とした。
質問紙の構成
　 １ ．心理的居場所感　心理的居場所感尺度（則
定，2008）の計20項目を使用した。本尺度は，「本
来感（ 4 項目）」「役割感（ 6 項目）」「被受容感（ 6
項目）」「安心感（ 4 項目）」の 4 因子から測定する
尺度である。本研究では，一番仲のいい人物を一
人想定してもらい，「あてはまらない（ 1 点）」，
「あまりあてはなまらない（ 2 点）」，「あてはまる
（ 3 点）」，「よくあてはまる（ 4 点）」の 4 件法で回
答を求めた。本研究では，重要な他者となる対象
を，一人に限定し想起した場合の心理的居場所感
を測定するために，一番仲のいい人物を一人思い
浮かべて回答するよう教示した。
　 ２ ．ソーシャルスキル　成人用ソーシャルスキ
ル自己評定尺度（相川・藤田，2005）の計27項目
を使用した。本尺度は「関係開始」「解読」「主張
性」「感情統制」「関係維持」「記号化」の 6 因子か
ら測定する尺度である。本研究では，初対面から
関係を構築していくまでの過程において使用され
るであろう対人・コミュニケーションスキルを測
定するために，「関係開始（ 8 項目）」，「解読（ 8
項目）」，「主張性（ 7 項目）」，「関係維持（ 4 項
目）」を使用した。「あてはまらない（ 1 点）」，「あ
まりあてはなまらない（ 2 点）」，「あてはまる（ 3
点）」，「よくあてはまる（ 4 点）」の 4 件法で回答
を求めた。なお，「関係開始」の項目においては
「知らない人」や「初対面の人」を想起し，回答す
る項目となっている。
　 ３ ．自己肯定意識　自己肯定意識尺度（平石，
1990）の計19項目を使用した。本尺度は「自己受
容」「自己実現的態度」「充実感」「自己閉鎖性・人
間不信」「自己表明・対人的積極性」「被評価意識・
対人緊張」の 6 因子から測定する尺度である。本
研究では，このうち，調査対象の大学新入生への
心理的負担を考慮し，自己に対する肯定的な側面
を測定する「自己受容（ 4 項目）」，「自己実現的態
度（ 7 項目）」，「充実感（ 8 項目）」を使用した。
「あてはまらない（ 1 点）」，「あまりあてはなまら
ない（ 2 点）」，「あてはまる（ 3 点）」，「よくあて
はまる（ 4 点）」の 4 件法で回答を求めた。
倫理的配慮
　本研究を実施するにあたり，個人が特定されな
いこと，回答内容が他者に知られることはないこ
と，研究以外の目的で使用されないこと，回答を
拒否・中断しても構わないこと，回答内容が成績
には関与しないことを口頭および文書にて説明し，
同意を得られた者に実施した。本研究の実施にあ
たり，立正大学心理学研究科研究倫理委員会の承
認を得た。
結　果
各尺度の記述統計量
　各先行研究の因子構造に従って，各因子に含ま
れる項目の合計得点を各下位尺度の項目数で除し
た値を下位尺度得点とした。その際，成人用ソー
シャルスキル自己評定尺度において，逆転項目は
得点を反転させた。その記述統計量は表 1 の通り
である。性差については，心理的居場所感各下位
尺度ではいずれも男性よりも女性のほうが有意に
高く，成人用ソーシャルスキル自己評定下位尺度
「主張性」では女性より男性のほうが有意に高かっ
た。
　各下位尺度のα係数を算出したところ，心理的
居場所感尺度では，「本来感」「役割感」「被受容
感」「安心感」ともそれぞれ満足のいく値（α=.86
～ .88）が得られ，十分な内的整合性を示した。
　成人用ソーシャルスキル自己評定尺度において
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も，「関係開始」「解読」「主張性」「安心感」とも
それぞれ満足のいく値（α=.77～ .88）が得られ，
十分な内的整合性を示した。
　自己肯定意識尺度では，「自己受容」「自己実現
的態度」「充実感」とも満足のいく値（α=.73～ .87）
が得られ，十分な内的整合性を示した。なお，自
己肯定意識尺度全体でも十分な内的整合性を示し
た（α=.91）。
ソーシャルスキルと心理的居場所感との関連
　次に，成人用ソーシャルスキル自己評定尺度と
心理的居場所感の各下位尺度間の関連を調べるた
めに，偏相関分析を行った。なお，心理的居場所
感の各下位尺度において性差が認められており，
これまでのさまざまな先行研究から自己肯定意識
と心理的居場所感との間に関連が示されている（杉
本・庄司，2006b；石本，2010など）。そのため，
これらの影響を統制するために，性別および自己
肯定意識の各下位尺度を制御変数とした（表 2 ）。
　その結果，成人用ソーシャルスキル自己評定の
全下位尺度（「関係開始」「解読」「主張性」「関係
維持」）は心理的居場所感の「役割感」および「被
受容感」との間に有意な相関が認められた（r=.13
～ .25）。
表 １ 　各尺度の記述統計量とα係数
合計
（n=259）
男性
（n=68）
女性
（n=191）
t（df ） α
心理的居場所感尺度
　本来感 3.48 3.20 3.57 3.936（98.163）*** .88
（0.62） （0.71） （0.56） 男性＜女性
　役割感 2.90 2.77 2.95 2.901（257）* .86
（0.62） （0.70） （0.58） 男性＜女性
　被受容感 3.12 2.94 3.18 2.901（257）** .88
（0.61） （0.68） （0.58） 男性＜女性
　安心感 3.60 3.32 3.70 4.650（92.951）*** .88
（0.52） （0.62） （0.45） 男性＜女性
成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
　関係開始 2.32 2.42 2.28 1.472（257）n.s. .88
（0.64） （0.67） （0.63）
　解読 2.70 2.74 2.68 0.633（93.763）n.s. .84
（0.53） （0.65） （0.48）
　主張性 2.50 2.61 2.45 2.158（257）* .77
（0.53） （0.55） （0.52） 女性＜男性
　関係維持 2.95 2.92 2.96 0.616（257）n.s. .71
（0.49） （0.57） （0.47）
自己肯定意識尺度 .91
　自己受容 2.99 3.06 2.92 1.056（257）n.s. .73
（0.57） （0.67） （0.54）
　自己実現的態度 2.63 2.68 2.61 0.906（257）n.s. .81
（0.61） （0.71） （0.57）
　充実感 2.67 2.60 2.70 1.132（257）n.s. .87
（0.61） （0.62） （0.61）
　　（　）内は標準偏差  *p<.05，**p<.01，***p<.001
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　また，成人用ソーシャルスキル自己評定のどの
下位尺度も「本来感」「安心感」とは有意な相関は
認められなかった。
心理的居場所感と自己肯定意識の程度によるソー
シャルスキルの相違
　まず，自己肯定意識尺度の全項目を含めたα係
数が高いことから，これ以降，各質問項目の合計
得点を項目数で除した値を自己肯定意識尺度得点
とした。そして，自己肯定意識および心理的居場
所感の程度によるソーシャルスキルの相違を検討
するために，自己肯定意識尺度と心理的居場所感
の各下位尺度の平均値より高い者を高群，低い者
を低群に群分けを行った。そして，自己肯定意識
（高群・低群）と，心理的居場所感の各下位尺度
「本来感」「役割感」「被受容感」「安心感」（高群・
低群）をそれぞれ独立変数とし，成人用ソーシャ
ルスキル尺度の下位尺度である「関係開始」「解
読」「主張性」「関係維持」の 4 つをそれぞれ従属
変数とした 2 × 2 の二要因分散分析を行った。
本来感と自己肯定意識の程度によるソーシャル
スキルの相違
　以上の群分けに基づき，成人用ソーシャルスキ
ル自己評定の下位尺度である「関係開始」「解読」
「主張性」「関係維持」をそれぞれ従属変数とし，
心理的居場所感の下位尺度「本来感」と自己肯定
意識を独立変数とした二要因分散分析を行った。
心理的居場所感下位尺度「本来感」高群は157名，
心理的居場所感下位尺度「本来感」低群は102名，
自己肯定意識尺度高群は135名，自己肯定意識尺度
低群は124名であった。
　その結果，成人用ソーシャルスキル自己評定の
いずれの下位尺度を従属変数とした場合でも，本
来感の主効果および交互作用は有意ではなかった。
また，自己肯定意識の主効果は有意であった。こ
れらの結果を表 3 に示した。
表 ２ 　心理的居場所感とソーシャルスキルの偏相関係数
成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
関係開始 解読 主張性 関係維持
制御変数：性別，自己肯定意識尺度（「自己受容」「自己実現的態度」「充実感」）
心理的居場所感尺度
　本来感 .03 .07 .12 .03
（.12　） （.10　） （.19 **） （.13 *）
　役割感 .14 * .25 *** .25 *** .21 **
（.27 **） （.33 **） （.36 **） （.34 **）
　被受容感 .13 * .22 *** .20 ** .15 *
（.23 **） （.27 **） （.28 **） （.26 **）
　安心感 .00 .09 .06 .03
（.06　） （.09　） （.10　） （.10　）
　　（　）内は単相関係数  *p<.05，**p<.01，***p<.001
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役割感と自己肯定意識の程度によるソーシャル
スキルの相違
　成人用ソーシャルスキル自己評定の下位尺度で
ある「関係開始」「解読」「主張性」「関係維持」を
それぞれ従属変数とし，心理的居場所感の下位尺
度「役割感」と自己肯定意識を独立変数とした二
要因分散分析をおこなった。心理的居場所感下位
尺度「役割感」高群は148名，心理的居場所感下位
尺度「役割感」低群は111名，自己肯定意識尺度高
群は135名，自己肯定意識尺度低群は124名であっ
た。
　その結果，成人用ソーシャルスキル自己評定の
いずれの下位尺度を従属変数とした場合でも，役
割感の主効果は有意な結果となり，交互作用は有
意ではなかった。また，自己肯定意識の主効果は
有意であった。これらの結果を表 4 に示した。
表 ３ 　心理的居場所感下位尺度「本来感」・自己肯意識尺度の成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
各下位尺度得点
心理的居場所感尺度
自己肯定意識尺度 F 値
本来感
高群
（n=157）
低群
（n=102）
高群
（n=135）
低群
（n=124）
本来感 自己肯定意識尺度 自己肯定意識尺度・
本来感
成人用ソーシャルスキル
　関係開始 2.39
（0.63）
2.21
（0.64）
2.53
（0.59）
2.09
（0.62）
F（1,255）=0.69
n.s.
F（1,255）=28.80 ***
低群＜高群
F（1,255）=0.179
n.s.
　解読 2.72
（0.53）
2.66
（0.52）
2.82
（0.53）
2.56
（0.49）
F（1,255）=0.001
n.s.
F（1,255）=15.393 ***
低群＜高群
F（1,255）＝0.473
n.s.
　主張性 2.56
（0.56）
2.39
（0.46）
2.66
（0.55）
2.31
（0.44）
F（1,255）=1.506
n.s.
F（1,255）=24.063 ***
低群＜高群
F（1,225）=0.121
n.s.
　関係維持 2.99
（0.47）
2.89
（0.52）
3.1
（0.46）
2.79
（0.48）
F（1,255）=0.029
n.s.
F（1,255）=25.262 ***
低群＜高群
F（1,255）=0.294
n.s.
　　　　　　 値は下位尺度内得点の平均値，（　）内は標準偏差  *p<.05，**p<.01，***p<.001
表 ４ 　心理的居場所感下位尺度「役割感」・自己肯意識尺度の成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
各下位尺度得点
心理的居場所感尺度
自己肯定意識尺度 F 値
役割感
高群
（n=148）
低群
（n=111）
高群
（n=135）
低群
（n=124）
役割感 自己肯定意識尺度 自己肯定意識尺度・
役割感
成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
　関係開始 2.45
（0.64）
2.15
（0.60）
2.53
（0.59）
2.09
（0.62）
F（1,255）=5.86 *
低群＜高群
F（1,255）=22.076 ***
低群＜高群
F（1,255）=1.631
n.s.
　解読 2.8
（0.53）
2.56
（0.50）
2.82
（0.53）
2.56
（0.49）
F（1,255）=8.312 **
低群＜高群
F（1,255）=7.831 **
低群＜高群
F（1,255）=2.964
n.s.
　主張性 2.64
（0.55）
2.3
（0.43）
2.66
（0.55）
2.31
（0.44）
F（1,255）=17.531***
低群＜高群
F（1,255）=16.113 ***
低群＜高群
F（1,255）=3.837
n.s.
　関係維持 3.05
（0.45）
2.82
（0.51）
3.1
（0.46）
2.79
（0.48）
F（1,255）=6.833 **
低群＜高群
F（1,255）=17.837 ***
低群＜高群
F（1.255）=0.139
n.s.
　　　　　　 値は下位尺度内得点の平均値，（　）内は標準偏差  *p<.05，**p<.01，***p<.001
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被受容感と自己肯定意識の程度によるソーシャル
スキルの相違
　以上の群分けに基づき，成人用ソーシャルスキ
ル自己評定の下位尺度である「関係開始」「解読」
「主張性」「関係維持」をそれぞれ従属変数とし，
心理的居場所感の下位尺度「被受容感」と自己肯
定意識を独立変数とした二要因分散分析をおこなっ
た。心理的居場所感下位尺度「被受容感」高群は
128名，心理的居場所感下位尺度「被受容感」低群
は131名，自己肯定意識尺度高群は135名，自己肯
定意識尺度低群は124名であった。
　その結果，成人用ソーシャルスキル自己評定の
いずれの下位尺度を従属変数とした場合でも，被
受容感の主効果は有意な結果となり，交互作用は
有意ではなかった。また，自己肯定意識の主効果
は有意であった。これらの結果を表 5 に示した。
安心感と自己肯定意識の程度によるソーシャル
スキルの相違
　以上の群分けに基づき，成人用ソーシャルスキ
ル自己評定の下位尺度である「関係開始」「解読」
「主張性」「関係維持」をそれぞれ従属変数とし，
心理的居場所感の下位尺度「安心感」と自己肯定
意識を独立変数とした二要因分散分析を行った。
心理的居場所感下位尺度「安心感」高群は170名，
心理的居場所感下位尺度「安心感」低群は89名，
自己肯定意識尺度高群は135名，自己肯定意識尺度
低群は124名であった。
　その結果，成人用ソーシャルスキル自己評定の
いずれの下位尺度を従属変数とした場合でも，被
受容感の主効果および交互作用は有意ではなかっ
た。また，自己肯定意識の主効果は有意であった。
これらの結果を表 6 に示した。
表 ５ 　心理的居場所感下位尺度「被受容感」・自己肯定意識尺度の成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
各下位尺度得点
心理的居場所感尺度
自己肯定意識尺度 F 値
被容感
高群
（n=128）
低群
（n=131）
高群
（n=135）
低群
（n=124）
被受容感 自己肯定意識尺度 自己肯定意識尺度・
被受容感
成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
　関係開始 2.48
（0.67）
2.16
（0.57）
2.53
（0.59）
2.09
（0.62）
F（1,255）=7.613 **
低群＜高群
F（1,255）=24.180 ***
低群＜高群
F（1,255）=1.423
n.s.
　解読 2.81
（0.53）
2.59
（0.51）
2.82
（0.53）
2.56
（0.49）
F（1,255）=5.894 *
低群＜高群
F（1,255）=10.403 **
低群＜高群
F（1,255）=0.995
n.s.
　主張性 2.64
（0.57）
2.35
（0.44）
2.66
（0.55）
2.31
（0.44）
F（1,255）=10.009 **
低群＜高群
F（1,255）=21.579 ***
低群＜高群
F（1,225）=3.341
n.s.
　関係維持 3.06
（0.49）
2.84
（0.47）
3.1
（0.46）
2.79
（0.48）
F（1,255）=5.942 *
低群＜高群
F（1,255）=19.652 ***
低群＜高群
F（1,255）=0.648
n.s.
　　　　　　 値は下位尺度内得点の平均値，（　）内は標準偏差  *p<.05，**p<.01，***p<.001
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考　察
　本研究の目的は，大学生の心理的居場所感とソー
シャルスキルの関連について検討することであっ
た。偏相関分析および分散分析の結果，心理的居
場所感の「役割感」「被受容感」の高さとソーシャ
ルスキルの「関係開始」「解読」「主張性」「関係維
持」の高さとの間に関連があることが示された。
　本研究で使用した「役割感」とは，誰かの役に
立てている感覚や，誰かに対して自分にしかでき
ない役割があるという感覚である（則定，2008）。
本研究で役割感の高さとソーシャルスキル全般の
高さに関連が見られたことは，次のように考えら
れる。大学入学前の環境で役割感が感じられるこ
とで，周囲から受容され，自己に対して十分によ
い（Rosenbarg，1965）といった自己評価の形成
につながると推測される。このような肯定的な自
己評価により自尊感情が高まることで（Leary，
Tambor，Terdal，＆ Downs，1995），新たな環境
でも他者に対して適応的な方法で関わりを持てる
ようなスキルを高めるように作用したのではない
かと考えられる。谷村・渡辺（2008）によれば，
大学生が初対面で相手とのコミュニケーションを
円滑にしていくために，「質問」が重要である。
「自分にしかできない役割があるという感覚や自分
は誰かの役に立っているという感覚は，関係の構
築途中である他者に対しても会話を始めることに
対して負担を感じにくくさせるのかもしれない。
「質問」は本研究で測定したソーシャルスキルと全
体的に関連することも予想される。そのため，役
割感の高さとソーシャルスキルとの関連する要因
となった可能性も考えられる。
　「被受容感」は，誰かに無条件に愛されていると
いう感覚，自分が受け入れられていて，誰かに必
要とされている感覚である（則定，2008）。これま
でに培われている重要な他者との関係性の中に，
自分を受け入れられるという感覚である。この感
覚が，実際に重要な他者がそばに居ない環境でも
維持されることが推測される。本研究で被受容感
の高さとソーシャルスキル全般の高さに関連が見
られたことは，重要な他者に受容されることで自
己受容が促進され，自分の行動傾向の社会的な適
切性の認識が促進された（鈴木・小川，2007）こ
とによる可能性が考えられる。
　以上のことから，「役割感」と「被受容感」は，
重要な他者がその場にいない環境でも機能する感
覚であると考えられ，まだ関係が十分に構築され
ていない人に対する適応的なソーシャルスキルの
表 ６ 　心理的居場所感下位尺度「安心感」・自己肯意識尺度の成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
各下位尺度得点
心理的居場所感尺度
自己肯定意識尺度 F 値
安心感
高群
（n=170）
低群
（n=89）
高群
（n=135）
低群
（n=124）
安心感 自己肯定意識尺度 自己肯定意識尺度・
安心感
成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
　関係開始 2.37
（0.65）
2.21
（0.61）
2.53
（0.59）
2.09
（0.62）
F（1,255）=.737
n.s.
F（1,255）=28.915 ***
低群＜高群
F（1,255）=.227
n.s.
　解読 2.74
（0.51）
2.61
（0.55）
2.82
（0.53）
2.56
（0.49）
F（1,255）=1.022
n.s.
F（1,255）=14.591 ***
低群＜高群
F（1,255）=.898
n.s.
　主張性 2.54
（0.58）
2.42
（0.42）
2.66
（0.55）
2.31
（0.44）
F（1,255）=.493
n.s.
F（1,255）=25.160 ***
低群＜高群
F（1,225）=.011
n.s.
　関係維持 2.99
（0.50）
2.88
（0.47）
3.1
（0.46）
2.79
（0.48）
F（1,255）=.614
n.s.
F（1,255）=22.262 ***
低群＜高群
F（1,255）=.011
n.s.
　　　　　　 値は下位尺度内得点の平均値，（　）内は標準偏差  *p<.05，**p<.01，***p<.001
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運用に作用することが示唆される。
　また，心理的居場所感の「本来感」「安心感」
は，成人用ソーシャルスキルの「関係開始」「解
読」「主張性」「関係維持」と有意な関連が示され
なかったことについては次のように考えられる。
「本来感」とは「自分らしくいられる」といった感
覚，「安心感」とは安心する，居心地がいい，くつ
ろげるといった感覚である（則定，2008）。本研究
では，スキルを活用する場面として，「知らない人
とでも，すぐに会話を始められる」や「誰にでも
気軽にあいさつできる」など関係の構築途中であ
る人物との対人場面が想定されるような質問が含
まれていた。まだ親密ではない人物との関係が想
定されたことで，緊張や戸惑い，焦りといった感
情が生じたり，相手からの否定的反応に対する懸
念が生じたりする可能性が予想される。そのため，
自分らしくいられる感覚や居心地の良さの感覚に
繋がりにくかったのではないかと考えられる。こ
れらの 2 つの感覚は，実際に心理的居場所感を感
じられる関係性の中で生じるものと考えられる。
今回想起された場面では本来感および安心感が形
成される以前の段階であり，関連が示されなかっ
たのではないかと推測される。
　さらに，藤竹（2000）は，居場所を「社会的居
場所」と「人間的居場所」の 2 つに分けている。
社会的居場所とは，他者から必要とされ，自分の
資質や能力の発揮が可能であるとともに，集団に
おける自分のポジションを明確にできる場所であ
る。人間的居場所とは，安らぎや安心を感じられ，
自分らしさを実感できる場所である。持続的な安
定感を得るためには，自信を持ってその場所が自
分をまるごと受け入れてくれると思える「永続的
居場所」であると認知する必要があるとしている。
本研究の「役割感」と「被受容感」は「社会的居
場所」，「本来感」と「安心感」は「人間的居場所」
に相当すると考えられる。本研究では，この「社
会的居場所」としての心理的居場所感がソーシャ
ルスキルを発揮しやすくしたのではないかと考え
られる。「人間的居場所」としての心理的居場所感
は新たな人間関係においては得にくいものである
ことは推測できる。そのため，本研究でソーシャ
ルスキルとの関連が示されなかったことは妥当な
結果であろう。人間関係が構築される過程で「人
間的居場所」の獲得が促され，持続的な安定感と
しての「永続的居場所」という認知に繋がってい
くのではないかと考えられる。
　本研究の結果から，これまでの環境で重要な他
者との関係性により構築された心理的居場所感に
よって，自己受容，肯定的な自己に対する認識が
進み，新たな人間関係となる他者との関係を構築
するためのソーシャルスキルを向上する可能性が
考えられる。
　以上のように，本研究では役割感および被受容
感とソーシャルスキルとの関連が示された。しか
しながら，課題もあげられる。本研究の限界とし
ては，まず心理的居場所感とソーシャルスキルに
ついて明確な因果関係について言及するまでに至
らなかったことがあげられる。本研究では，大学
入学後の一時点での横断的調査であった。今後，
縦断的調査を実施し，因果関係を検討する必要が
あろう。また，男女の割合が均等ではなかったこ
とから，性差についての結果が不十分である点が
挙げられる。今後は，男女のサンプル数が等しく
なるように調査を実施することが望まれる。なお，
本研究では，先行研究（池谷・葛西，2003；渡辺・
山本，2003；原田・渡辺，2011）と同様に，肯定
的自己意識の高さがソーシャルスキルの高さに関
連することも示された。居場所感と肯定的自己意
識との関係性も検討する必要があろう。
　さらに，今回は居場所があるということを前提
とし，心理的居場所感の高低を基準として調査し
た。他方，昨今では居場所がない子どもの危機も
示されている。庄司・杉本（2006a）では，「自分
ひとりの居場所」が最も多く選択された居場所で
あった。本研究では，他者との関わりの中での居
場所感を想定した教示を行ったが，「自分ひとりの
居場所」の心理的機能についての実証的な検討も
必要であろう。
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